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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月9日(2019.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車室内およびバッテリ（５１）が収容されたバッテリ収容空間（５２ａ）に空気を供給
する車両用空調装置であって、
　内部に空気の通風路（１３、１３Ａ、１３Ｂ）が形成された空調ケース（１２）と、
　前記車室内へ向かう気流を発生させる室内用送風機（１８）と、
　前記空調ケースの内部と前記バッテリ収容空間とを連通させる連通ダクト（３０）と、
を備え、
　前記バッテリ収容空間には、前記連通ダクトを介して前記空調ケースの内部を流れる空
気を前記バッテリ収容空間に導くバッテリ用送風機（５６）が配置されており、
　前記空調ケースの内部には、車室外空気が流れる外気通風路（１３Ｂ）、および車室内
空気が流れる内気通風路（１３Ａ）が設定されており、
　前記連通ダクトは、前記車室外空気が前記バッテリ収容空間に導入されるように、前記
空調ケースにおける前記室内用送風機の空気流れ上流側に位置する部位であって、前記空
調ケースにおける前記外気通風路を形成する部位（１２１Ｂ）に接続されている車両用空
調装置。
【請求項２】
　前記空調ケースの内部を流れる空気を冷却する冷却用熱交換器（１６）を備え、
　前記冷却用熱交換器は、前記室内用送風機よりも空気流れ上流側に配置されており、
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　前記連通ダクトは、前記空調ケースにおける前記冷却用熱交換器の空気流れ下流側であ
って前記室内用送風機の空気流れ上流側に位置する部位に接続されている請求項１に記載
の車両用空調装置。
【請求項３】
　前記バッテリ用送風機は、前記バッテリ収容空間において、前記バッテリの空気流れ下
流側に配置されている請求項１または２に記載の車両用空調装置。
【請求項４】
　前記空調ケースの内部と前記バッテリ収容空間との間の空気の流通を許容する許容状態
と、前記空調ケースの内部と前記バッテリ収容空間との間の空気の流通を遮断する遮断状
態とに切り替える切替機構（６０）を備え、
　前記切替機構は、前記バッテリ用送風機が稼働している際に前記許容状態に切り替わり
、前記バッテリ用送風機が停止している際に前記遮断状態に切り替わるように構成されて
いる請求項１ないし３のいずれか１つに記載の車両用空調装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　バッテリ収容空間には、連通ダクトを介して空調ケースの内部を流れる空気をバッテリ
収容空間に導くバッテリ用送風機（５６）が配置されている。空調ケースの内部には、車
室外空気が流れる外気通風路（１３Ｂ）、および車室内空気が流れる内気通風路（１３Ａ
）が設定されている。そして、連通ダクトは、車室外空気がバッテリ収容空間に導入され
るように、空調ケースにおける室内用送風機の空気流れ上流側に位置する部位であって、
空調ケースにおける外気通風路を形成する部位（１２１Ｂ）に接続されている。
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